
デジタルアーカイブ学会第９回研究大会
地域アーカイブ企画セッション

「デジタルアーカイブの裾野・地域アーカイブの現在」
令和年6年11月2日（土）

田原市図書館長 是住 久美子

地域の公共図書館の役割と課題



自己紹介

是住 久美子（これずみ くみこ）

1999年～2001年 NTTコムウェア株式会社
2003年～2018年 京都府立図書館勤務
(2011年～2013年 国立国会図書館関西館勤務)

2018年4月～  田原市図書館勤務
  2019年4月から現職

2018年3月同志社大学大学院総合政策科学研究科修了（政策科学修士）
2020年9月～愛知大学非常勤講師（社会教育）
2024年4月～筑波大学大学院博士後期課程在学中



田原市の概要（令和6年9月30日時点）
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三河湾

太平洋伊良湖岬

 行政面積
１９１.１１ｋ㎡

 総人口
     ５８,３７１人

うち外国人1970人

 世帯数
２３,３６０世帯

伊勢湾



『市民とつくる図書館
参加と協働の視点から』

青柳英治編著
勉誠出版
2021年12月出版
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かぶ会議（月1回）
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市民提案型協働委託事業

「前日物語～終戦前日の米軍、渥美線機銃掃射事
件～」の紙芝居化、デジタルアーカイブ化



デジタルアーカイブ講習会
講師：岐阜女子大学 谷理佐教授

紙芝居講習会
講師：宮崎二美枝先生
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東愛知新聞電子版2022年5月7日より







図書館開館時（2001年）
から主要紙の田原市に関
連する記事のクリッピング、
記事見出しのデータ化をや
ってきた。

図書館振興財団の助成事
業を利用して、 1963年～
1991年の地方紙の紙面
デジタル化と見出しデータ
のデータ登録を実施中

見出しデータはウェブで検
索可能。
見出しデータをオープンデ
ータ化



2017年から開催



まち歩きの様子

編集作業・発表の様子





公共図書館の地域資料のデジタル化の遅れ

一部の図書館のみの実施（24.4％）に留まる
原因：ノウハウ、予算、職員不足から（全国公共図書館協議会2018）

・市民とともに学ぶ

図書館職員への研修、市民への情報リテラシー教育

・地域のシビックテックとの連携（Code for MIKAWA)

・大学等との連携

ノウハウ不足



・予算が無いことをやらない理由にしない

・使えるものを使う。ホームページへの掲載、外部サービス

（YouTube,flickr,Wikipediaプロジェクト等）

元データをしっかり保管したうえで、サービスを乗せ換えていく

・交付金、補助金の活用（メリット・デメリット）

デジタル田園都市国家構想交付金、図書館振興財団助成

予算不足

職員不足

・専任・兼任の司書・司書補の割合（20.8％）
（日本の図書館統計と名簿2023（日本図書館協会））

・市民協働



地域資料の保存と公開を超えて

・地域アイデンティティの醸成

・地域活性化

・市民参加による新たな価値創造

公共図書館の地域デジタルアーカイブに求められるもの



地域とともにある
学校づくり



部活動の地域移行
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